
花田　敬士　先生
ＪＡ尾道総合病院副院長

膵癌の予後改善には早期診断が必須である。

診断契機は US による膵管拡張が最も重要で、

糖尿病、慢性膵炎、喫煙、膵管内乳頭粘液性

腫瘍、膵癌家族歴などの危険因子を理解し経

過観察、精査の対象とする。尾道発の病診連

携を生かした膵癌早期診断プロジェクトは県

下全域で Hi-PEACE プロジェクトとして展開

され、新規診断マーカーの登場とともに今後

の進捗が期待される。

【ご略歴】1963 年広島県尾道市生。島根医科大学医学部医学科卒業。広島大学医学部附属病院内科研修医、ＪＡ広島厚生連吉田

総合病院内科医員、国家公務員等共済組合連合会広島記念病院内科医員を経て、広島大学大学院医学系研究科博士課程内科系

専攻入学、1996 年修了・医学博士号取得。平成９年よりＪＡ広島厚生連尾道総合病院・内科部長。2007 年からは広島大学医学部・

臨床教授併任。2024 年からは広島大学大学院医系科学研究科消化器内科学・客員教授を併任。第 75 回保健文化賞（2023 年・

厚生労働大臣表彰 /NHK・朝日新聞厚生文化事業団表彰）。ＮＨＫ『ガッテン』、Ｅテレ『きょうの健康』、ＴＢＳ『ビビット』『健康

カプセル ゲンキの時間！』、中国放送『イマナマ！』はじめ、国内外でＴＶ出演多数。2024 年３月に「命を守るすい臓がんの

常識」を出版（日経ＢＰ社）。　

講 師
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ライブ視聴
要申込

参加対象
会員・スタッフ

参加費無料
事前要申込

7月 3日（水）迄

未入会の医療機関の方も、 広島県保険医協会にご入会いただくことでご参加いただけます。

広島県保険医協会 <医科臨床研究会> ハイブリッド方式

膵癌早期診断の最前線
～予後改善のためにできること～

膵癌早期診断の最前線
～予後改善のためにできること～

7　7月　　　日（日）
10 ： 00 ～ 11 ： 30
7　7月　　　日（日）
10 ： 00 ～ 11 ： 30
会場 ：広島グランドインテリジェントホテル 3F 光琳
※講師は会場で講演します
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